
同 右 所蔵参考品陳列場

色
、
及
び
「
チ
ソ
ト
」
、

ー
ド
」
を
並
列
せ
る
表
、
原
色

の
強
さ
が
等
し
き
強
さ
に
至
る

段
楷
、
及
其
劉
照
の
配
列
等
甚

だ
多
し
。

⑱
「
シ
ル
ニ
ッ
ト
」
兒
童
の
技

工
に
適
し
‘
且
つ
簡
易
の
手
法

を
も
て
、
正
確
な
る
「
ア
ウ
ト

ラ
イ
ソ
」
の
観
念
を
興
ふ
べ
き

も
の
な
り
。

「
シ
ェ

ッ
プ
に
採
り
、
之
を
濃
淡
種
々

に
染
め
て
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の

多
く
の
場
合
を
示
せ
り
。

．

⑮

「

ス

タ

デ

ー

・
オ
プ

・
カ
ラ

ー
」
色
の
研
究
は
、
亦
闘
固
科

を
通
じ
て
主
要
な
る
事
業
の
一

た
る
を
以
て
、
多
く
は
生
徒
各

自
に
て
沼
色
し
た
る
表
を
掲

げ
、
寒
色
と
熱
色
と
の
針
照
色

の
強
さ
を
、
黒
色
に
て
表
は
し

た
る
も
の
を
始
め
と
し
、
標
準

③
 

好

員

長

上

杉

勝

徳

野

ロ

六

田

鳥"‘
 中

賑

吉

矢

親

寺嶋黒

恕

田

健

神 根 漆

尾

数謙

間

児宏

JII 

廣

吉

小

糸

源

太

郎

チ
ャ
ル
ン

・
ス
ラ
ナ
ー
ト

海

野

消

蒲岩

生

男

原

田

吉

崎

鐵文

七

佐

藤

縫省

吾

神

谷

明
治
四
十

堀

蓋

金
工
科
制
度
改
正
願
い

明
治
三
十
八
年
三
月
の
本
校
規
則
大
改
正
の
際
に
彫
金
科
と
鍛
金
科
が
合
併

し
て
金
工
科
と
な
っ
た
が
、
合
併
授
業
に
何
ら
か
の
支
障
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

同
四
十
一
年
に
同
科
四
年
生
か
ら
一
年
生
ま
で
の
ほ
ぼ
全
員
に
よ
る
左
記
の
よ

う
な
制
度
改
正
願
い
が
正
木
直
彦
校
長
に
提
出
さ
れ
た
。
原
本
は
墨
書
。
本
学

彫
金
教
官
室
保
管
。
こ
の
嘆
願
書
の
成
果
を
資
料
的
に
確
か
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
合
併
授
業
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
ょ
う
。
大
正
十
年
こ

ろ
か
ら
金
工
科
は
彫
金
部
と
鍛
金
部
に
分
け
て
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

金
工
科
制
度
改
正
御
願

現
今
ノ
金
工
科
御
規
定
ヲ
改
タ
メ
テ
彫
金
科
志
望
及
鍛
金
科
志
望
ノ
ニ
部
ニ

分
チ
各
々
其
ノ

一
ヲ
専
修
ス
ル
コ

ト
、
シ
併
セ
テ
相
互
ノ
概
念
ヲ
得
ル
為
メ

二
年
程
度
マ
デ
兼
修
セ
シ
メ
ラ
レ
度
此
ノ
段
生
等
一
同
以
連
署
及
御
願
候
也

年
六
月
八
日

甚
一
郎

井
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美
術
學
校

〔
目
次
、
「
日
本
唯
一
の
学
校
、

東
京
美
術
學
校
長
正
木
直
彦
殿

「
八
分
科
の
各
特
色
」
は
省
略
。〕

④

東
京
美
術
学
校
入
学
案
内

本
校
の
組
織
、
規
則
、
教
育
内
容
等
は
毎
年
刊
行
の
『
東
京
美
術
学
校
一

覧
』
に
記
載
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
発
行
の
受
験
生
向
け
学
校
案

内
の
な
か
に
は
予
備
校
、
各
科
の
募
集
状
況
、
学
費
そ
の
他
、
『
一
覧
』
で
は

窺
い
知
れ
な
い
要
素
を
も
含
め
て
本
校
の
特
色
を
端
的
に
紹
介
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
左
記
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

入
學
の
研
究

學
年
は
九
月
十

一
日
に
始
つ
て
、
七
月
十
日
に
終
る
。
そ
し
て
一
學
年
は

こ
れ
を
三
學
期
に
分
け
て
あ
る
。

第
一
學
期
（
自
九
月
十
一
日
ー
至
十
二
月
二
十
四
日
）

第
二
學
期
（
自
一
月
八
日
ー
至
三
月
―
―
-
+
―
日
）

第
三
學
期
（
自
四
月
八
日
ー
至
七
月
十
日
）

併
し
、
入
學
期
は
毎
年
四
月
の
初
頭
、
そ
れ
か
ら
七
月
十
日
迄
の
一
學
期

間
を
、
豫
備
科
期
と
し
て
あ
る
。
（
こ
の
期
間
を
無
事
に
過
ぎ
る
と
、
本
科

ぉ
っ
と
ほ

の
第
一
學
期
が
初
め
て
来
る
。
そ
れ
か
ら
四
年
間
追
通
し
で
、
五
年
目
は
卒

業
期
と
稲
し
、
第
戴
學
期
限
り
で
卒
業
す
る
事
に
な
る
の
だ
。）
そ
れ
で
、

た
と
ひ

仮
令
三
月
の
試
験
に
合
格
し
て
、
豫
備
科
に
入
學
を
許
さ
れ
る
に
し
て
も
、

決
し
て
全
く
の
安
心
は
出
来
ぬ
。
其
の
一
學
期
間
の
質
技
成
績
の
＿
艮
否
は
、

一
般
の
豫
備
科
生
に
取
っ
て
、
貿
に
死
活
の
運
命
の
決
勝
黙
で
あ
る
。
燭
眼

な
る
受
持
教
師
は
、
其
間
に
、
彼
等
の
宜
際
の
技
個
か
ら
、
賂
束
焚
逹
の
有

無
に
至
る
迄
能
＜
／
＼
見
抜
い
て
、
六
月
の
試
験
を
待
っ
迄
も
な
く
、
早
く

既
に
心
で
及
第
の
鑑
定
を
付
け
て
了
ふ
。

だ
が
、
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
本
科
入
學
に
就
て
の
研
究
が
何
よ
り
も

肝
腎
で
あ
る
。

先
づ
、
本
科
に
入
學
す
る
こ
と
の
出
来
る
者
は
、
年
齢
滴
十
七
歳
以
上
滴

二
十
六
年
以
下
の
男
子
で
、
品
行
身
憫
共
に
善
一艮
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

次
は
、
左
の
資
格
の
何
れ
か
―
つ
が
必
要
だ
。

一
官
公
立
中
學
校
又
は
認
定
私
立
中
學
校
卒
業
者

二
専
門
學
校
入
學
検
定
試
験
合
格
者

三
認
定
工
業
學
校
卒
業
者

但
し
、
右
に
掲
げ
た
學
校
に
在
學
中
の
生
徒
で
、
三
月
の
末
に
卒
業
す
る

と
云
ふ
槌
か
な
證
明
の
あ
る
も
の
に
限
り
、
特
に
卒
業
生
同
様
に
看
倣
し
て

取
扱
ふ
と
云
ふ
規
則
だ
か
ら
、
こ
の
學
校
の
入
學
期
迄
に
、
正
式
の
卒
業
が

出
束
ず
と
も
差
支
へ
な
い
。
尤
も
、
昨
年
の
末
で
あ
っ
た
か
、
文
郡
省
か
ら

各
地
方
罷
へ
通
牒
を
登
し
て
、
中
學
校
の
學
年
試
験
は
、
第
五
學
年
の
生
徒

に
限
り
、
三
月
上
旬
以
後
に
便
宜
繰
上
げ
て
好
い
と
云
ふ
事
に
な
っ
た
か

ら
、
此
邊
は
餘
程
便
利
に
な
っ
た
と
思
ふ
。

應
募
の
手
絞
は
別
に
詳
し
く
説
明
す
る
迄
も
な
い
だ
ら
う
。
即
ち
一
定
の

書
式
に
準
じ
た
入
學
願
書
に
、
學
業
履
歴
書
、
卒
業
證
明
書
、
又
は
試
験
椋

定
合
格
證
書
、
瞥
師
の
身
謄
検
査
書
、
戸
籍
抄
本
、
志
願
嘗
時
よ
り
さ
か
の

ぽ
る
一
年
以
内
に
撮
影
し
た
手
札
形
窓
員
（
但
し
、
半
身
脱
帽
で
、
裏
面
に

氏
名
並
び
に
撮
影
年
月
日
明
記
の
事
）
等
を
添
え
、
そ
れ
に
、
金
訳
圃
を
手

敷
料
と
し
て
納
付
す
れ
ば
好
い
。
本
年
、
官
報
（
一
月
十
五
日
）
で
焚
表
に
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